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2005.02.01版 京都第一赤十字病院 クリニカル・パス

日月 日　　月　　 日　　月　　 ( 目回　　 )

過経 前療治 中療治 後療治

標目
るきでが備準の身心るす対に査検○

るえ行に実確きで解理が性要必の置処前○

検
査

沈赤□
固凝□
ＣＢＣ□
学化生□

品物要必
路回□
ムラカ□ )S081SCﾞﾊｰｿﾙｾ(
ムラカ□ )XEﾞﾊｰｿﾙｾ(

□ lm02 　ジンリシ 4本
□ lm3 本１ジンリシ
□ ﾞﾌｰｭﾁﾝｮｼﾝﾃｽｸｴ 本２
□ G81 本２針クンピ

□ ﾄｯﾟﾊﾝｮｼｸｪﾞｼﾝｲ 枚２
プーテ□ ( 絆肌優 )

□ ﾗｰｭﾆｶﾄｯｶｨﾞﾃﾒG81
はたま ｰﾛﾌｰｻG02 本２各

枚２ーパット□
帯血駆□
ルオタ□

本４ルヘッコ□

量適　綿ルーコルア□
計圧血□
ツッピス□

( 、固凝、沈赤 CBC 学化生、 )
計温体□

枚２ツーシ水防□

食
事

食示指 食示指 食示指

処
置
・
観
察

過経の療治回前 　　目回　　（ＩＡＣ / ）　　　 時始開 03 後分 時了終

ＰＢ

Ｐ

温体

痛頭

痛管血

痛腹

良不血脱

血脈動

血脈静

圧差

ンサフ

量流血

量理処液血

名署

注
射
・
内
服

剤薬要必①
食生□　 lm0001 本１　

　
食生□　 lm005 本２　
　ンサフ□　 05 ㎎
　ンサフ□　 gm02
　食生□　 lm02 本２　
水留蒸□　 )lm02( Ｖ１

水留蒸□ lm02 ンサフに 07 すまし解溶を㎎
水留蒸たし解溶をンサフ□ lm02 ちうの lm6 を lm005 食生の ( 用グンミイラプ lm41) を lm005 食生の ( 用療治 ) すまえ加に

食生□ lm02 すまし続接にブーュチンョシンテスクエに

錠　　ンニドレプ□　
錠　　　サタンペ□　
錠　ンリピゾラサ□　

剤制抑疫免□　 ( 　　　　　　　 ) 錠　

行
動

しな限制 定固の肢上両 しな限制□

照参紙別時ＴＰＥ□

説
明

）時約予査検（りよ師医□
明説容内と性要必の査検　

書諾承査検　

りよ師医□
明説の果結査検　
定予療治回次　

分　　時　　日　　月　　

追
加
・
備
考

票診問ＬＯＱ□

アリバ
スン

氏名                       男･女

02-K51-102-K51-102-K51-102-K51-102-K51-1

心血管系疾患：（無・有　　　　　　　）　感染症：（無・有　　　　　　　　　）アレルギー：（無・有）
貧血：(ヘモグロビン10g/dL以下(無・有)　血小板減少：(10万 /mm3)　白血球(3000/mm3未満)：(無・有)
代謝性疾患・神経筋疾患：(無・有　　　　　　)　　肝・腎・呼吸器疾患：(無・有　　　　　　　　　)

検査目的：潰瘍性大腸炎緩解導入（初発、難治、重症）

白血球除去療法
(セルソーバー)

数回便① 回 ＣＢＷ 3mm/
間夜ちう（ 回 ＰＲＣ ld/gm

便血ちう（ 回 ＲＳＥ rh/mm
量血出（ 量多・量少 ｂｌＡ ld/g

度迫切便排②

通普 ｂＨ ld/g

干若 拍脈 /09 下以・上以分
刻深

診触部腹

しな
りあ禁失 性所局・度軽

痛腹③

しな 性散分、度等中～軽

度軽 性発反はたま度重

度等中
症併合

炎彩虹
度重 斑紅性節結

温体④ ℃ 炎節関

態状康健⑤

康健く全

態状康健

康健く全
良不なかずわ い良変大
良不調体 い良
良不いどひ 通普
い悪に常非 い悪

い悪変大

記追⑥
ＩＡＣ
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日月 日　　月　　 日　　月　　 ( 目回　　 )

過経 前療治 中療治 後療治

標目
るきでが備準の身心るす対に査検○

るえ行に実確きで解理が性要必の置処前○

検
査

沈赤□
固凝□
ＣＢＣ□
学化生□

品物要必
路回□ ( トッキーサダア )
ムラカ□ ( ムラカダア )

□ lm02 　ジンリシ 4本
□ G81 本２針クンピ

プンポジンリシ□
□ ﾞﾌｰｭﾁﾝｮｼﾝﾃｽｸｴ 本２
□ ﾄｯﾟﾊﾝｮｼｸｪﾞｼﾝｲ 枚２

プーテ□ ( 絆肌優 ) 本１
□ ﾗｰｭﾆｶﾄｯｶｨﾞﾃﾒG81
はたま ｰﾛﾌｰｻG02 本２各

枚２ーパット□
帯血駆□
ルオタ□

本４ルヘッコ□

量適　綿ルーコルア□
計圧血□
ツッピス□

( 、固凝、沈赤 CBC 学化生、 )
計温体□

枚２ツーシ水防□

食
事

食示指 食示指 食示指

処
置
・
観
察

過経の療治回前 　　目回　　（ＩＡＣ / ）　　　 時始開 03 後分 時了終

ＰＢ

Ｐ

温体

痛頭

痛管血

痛腹

良不血脱

血脈動

血脈静

圧差

ンサフ

量流血

量理処液血

名署

注
射
・
内
服

剤薬要必①
食生□　 lm0001 本１　

　
食生□　 lm005 本１　
　ンサフ□　 05 ㎎
　食生□　 lm02 本２　
水留蒸□　 )lm02( Ｖ１

水留蒸□ lm02 ンサフに 05 すまし解溶を㎎
食生□ lm005 水留蒸たし解溶をンサフに (lm8 ンサフ 02 ㎎) すまえ加を

水留蒸加ンサフのり残□ lm21 るすと用入注続持は
食生□ lm81 すまし続接にブーュチンョシンテスクエに

錠　　ンニドレプ□　
錠　　　サタンペ□　
錠　ンリピゾラサ□　

剤制抑疫免□　 ( 　　　　　　　 ) 錠　

行
動

しな限制 定固の肢上両

説
明

）時約予査検（りよ師医□
明説容内と性要必の査検　

書諾承査検　

りよ師医□
明説の果結査検　
定予療治回次　

分　　時　　日　　月　　

追
加
・
備
考

票診問ＬＯＱ□

アリバ
スン

心血管系疾患：（無・有　　　　　　　）　感染症：（無・有　　　　　　　　　）アレルギー：（無・有）
貧血：(ヘモグロビン10g/dL以下(無・有)　血小板減少：(10万 /mm3)　白血球(3000/mm3未満)：(無・有)
代謝性疾患・神経筋疾患：(無・有　　　　　　)　　肝・腎・呼吸器疾患：(無・有　　　　　　　　　)

検査目的：潰瘍性大腸炎緩解導入（初発、難治、重症）

数回便① 回 ＣＢＷ 3mm/
間夜ちう（ 回 ＰＲＣ ld/gm

便血ちう（ 回 ＲＳＥ rh/mm
量血出（ 量多・量少 ｂｌＡ ld/g

度迫切便排②

通普 ｂＨ ld/g

干若 拍脈 /09 下以・上以分
刻深

診触部腹

しな
りあ禁失 性所局・度軽

痛腹③

しな 性散分、度等中～軽

度軽 性発反はたま度重

度等中
症併合

炎彩虹
度重 斑紅性節結

温体④ ℃ 炎節関

態状康健⑤

康健く全

態状康健

康健く全
良不なかずわ い良変大
良不調体 い良
良不いどひ 通普
い悪に常非 い悪

い悪変大

記追⑥
ＩＡＣ

02-K51-202-K51-202-K51-202-K51-202-K51-2

顆粒球除去療法
(アダカラム)


